
～ 令和7年9月5日

（対象者数）
18

（回答者数）
6

～ 令和8年3月2日

（対象者数） 14 （回答者数）
12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

2

利用者さんが困ってから個室を使ってクールダウンするので

はなく、困る前に何が苦手なのかを知ることが大切で、苦手

なことを言い換えて（リフレーミングして）強みとして、困

らない環境を作ることの意識を持っています。その為に、見

通しが立つこと、どこで何をしてどれくらいやれば終わるの

か、その後に何があるのか丁寧に伝えていくことは、基本的

事項として支援の標準化をしてまいりたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

おひさまメインの職員が兼務職員に対して、日々の支援内容

を確認する為に一緒の送迎に入る工夫が必要。また、一緒に

現場に入る時に、経験の差関係なく、コミュニケーションを

はかる事、個別支援計画の内容をトイレや勉強等その場で確

認できるものを個人を特定できない様にして掲示しておくこ

とも1つの方法と考えています。

2

3

強度行動障害を有する障害者等への支援体制の充実の為、令

和６年度報酬改定では重度障害者支援加算の見直しが行なわ

れ、特に、中核的人材養成研修修了者による配置などの要件

を満たした場合、上乗せされた加算が算定されるようになり

ました。当法人は新潟県より推薦を受けてこの研修を受け、

今後新潟県内で中核的人材養成研修を行っていくための役割

を担っていきたいと思っております。その際には、おひさま

の職員も受講し、強度行動障害児支援加算Ⅱの方の支援もよ

り専門性を持って行えると思っています。

活動場所の広さと個別配慮が出来る環境

身体を動かしたい利用者さんがたくさんいらっしゃいます。ま

た、一人の時間一人で活動したい利用者さんもいらっしゃいま

す。おひさまの活動場所は、体育館とお勉強の部屋、横になっ

てリラックスできるカーペットのスペースを用意しており、お

互いに距離を保てる工夫をしています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

兼務職員が毎回入ることで、情報の共有の遅延が発生したり、

支援の方向性を同じ温度感を持って支援に入ることが難し

い。

会議記録の周知、個別支援計画の変更により支援手順書が変更

になった場合の周知は、兼務職員が現場に入る前に書面や口頭

で行っているが、兼務職員が多い為おひさまに入る頻度が少な

いことと兼務職員が入る時間はすぐに送迎に行ってしまう為、

コミュニケーションを図る時間が少ないことが課題と考えてい

ます。

1

「新潟市自閉症親の会」が血の滲むような運動を展開してきた

ことが法人設立のきっかけとなったこともあり、自閉スペクト

ラム症の支援については、新潟県内でもトップクラスの知識と

経験がある。

自閉スペクトラム症の方の、理解の為に強度行動障害児者支援

者養成研修での資料から障害特性シートや氷山モデル、ABC分

析を使って、まずは利用者さんを知ることを大切にしていま

す。行動障害を未然に防ぐためには構造化（空間をわかりやす

くするための環境の調整、目で見てわかりやすいような視覚的

な支援、始まりと終わりがわかるワークシステム等）行動障害

が見られた時には氷山モデルやABC分析を用いて支援の組み立

てを行っています。

○事業所名 放課後等デイサービス　おひさま

○保護者評価実施期間
令和7年8月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年2月25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月18日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表



放課後等デイサービスおひさま
公表日 年月日　R8年3月27日

利用児童数 令和8年3月1日現在18名 回収数 6名

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ

わからな

い
ご意見

・おひさまに一番近い放課後児童クラブは太夫浜小学

校敷地内にございます。おひさまの利用者さんは、放

課後児童クラブを併用されている方がいないこと、お

ひさまの環境よりも放課後等児童クラブの環境が手狭

であること、障害特性の配慮から賑やかな場所での活

動は、おひさまの利用者さんの負担になるのではない

かと考えており、放課後等児童クラブの交流はござい

ません。ですがおひさまを出て、散歩に出て地域の方

へご挨拶したり、早上がりや長期休みなどは近くの公

園へ出かけて障害のないお子さんが遊んでいる時で

も、順番などの配慮をしながら遊具で遊ぶこともござ

います。

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない子どもと活動す

る機会があるか
5 1

・個別支援計画には、相談支援専門員さんが作成した

サービス等利用計画の内容も反映しています。これ

は、関係機関が情報を共有していて、相談支援専門員

さんが聞き取りした内容が個別支援計画に反映してい

ることを示すためです。また日常生活動作（ADL)につ

いての支援度を伺うための聞き取りの他、乳幼児発達

スケールキッズや感覚プロファイルのフォーマルなア

セスメント表も使い、実際の年齢と現段階での発達段

階がどの年齢のあたりかを見ながら、支援の内容を組

み立てています。

・現在取り組んでいる課題の写真を連絡ノートに貼っ

て保護者の方にわかりやすいように示したいと思いま

す。

5 活動プログラムが固定化しないよう工夫され ているか 5 1

・発達に必要な5領域にそって、日課を組み立てていま

す。その活動は公表している支援プログラムと連動し

個別支援計画に反映しています。保護者の方と面談し

たてた個別支援計画は、目標の達成のためにどの支援

者が関わっても同じ支援を提供できることが大切と感

じています。事前の準備、ご本人さんの動き、支援者

の動きを平行して記した支援手順書を作成し共有し支

援を行っています。

適

切

な

支

援

の

提

供

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、放課後

等デイサービス計画が 作成されているか
5 1

・定期的な面談を行うことで保護

者のニーズが反映されていると思

います。

・保護者からの聞き取りや職員さ

んの考えをきちんと反映した計画

書が作成されていると思います。

・今日は何の課題をしたのか、も

う少し連絡帳とかに書いてほし

い。

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバリアフリー化の

配慮が適切になされてい るか
5 1

・障害のない子と活動する機会と

かあるのですか？

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保され ているか 5 1

・体育館で広いスペースで活動で

きるため十分に体を動かすことが

できると思います。

・体育館が広々としていて体をた

くさん動かすことができ十分だと

思います。

・体育館と作業室２つを活動スペースとしています。

１つの作業室は個室や仕切りのついた机も用意し、ご

本人に合わせ勉強の際に使っています。おやつや昼食

はお勉強の机で個別に食べていただいています。

・9月より体育館改装中ですが、現在の借りスペースも

体育館と同じような環境設定をして安心していただけ

るよう視覚支援も同じものを使っています。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 6

・限られた配置数の中で支援や環境の工夫をしていま

す。配置基準２に加え毎日２～3人、合計4人から６人

の職員を配置しています。

・おひさまでは、受給者証に載っている個別サポート

加算I（ケアニーズが高い障害児に支援を行ったときに

加算されるもの）に該当される利用者さんが50％を超

えております。また強度行動障害児加算対象の方も一

日に数名利用されています。その為、法人として強度

行動障害児者支援者養成研修を積極的に受講したり、

基礎研修・実践研修修了者を配置しており、自閉スペ

クトラム症支援の特に力を入れており、気になる行動

に繋がる前に環境の配慮、気になる行動への対応は、

氷山モデルシートやABC分析を使って支援を組み立て

ています。

・新しくなった所を見ていないの

で、何とも言えませんが機会があ

れば見せて欲しい。

・新潟市福祉のしおりに載せている主たる対象児とし

て車椅子ご利用の方をおひさまでは対象としておりま

せんが、過去バギーを使用した方のご利用経験もあ

り、個別に応じて参りたいと考えています。

・令和7年度体育館改装により、体育館入口にもスロー

プを設置いたしました。

・体育館内と作業室は段差はありません。

・女性トイレは、体育館からトイレに入る段差にス

ロープがついており、車いすのまま入れるよう広く手

すりがついているトイレも１つあります。手洗い場は

大人の設計のものを使用しているので、必要に応じて

踏み台を使用しています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



保

護

者

へ

の

説

明

等

・おひさま通信を毎月発行してい

ただき活動の様子が分かるように

写真で掲載されています。保護者

の連絡も確認できます。

・会報がいつも写真入りでこども

達の様子が見れて安心します。

1

・家庭で困ったことがある時は対

応についてアドバイスをいただき

取り入れています。

・面談は定期的にしていただい

て、相談にはその都度のっても

らっています。

・面談や助言が欲しい。

・当法人ではリスクマネジメント委員会を設置してお

り、リスクマネージャー研修を受けた各事業所職員が

所属しています。法人全体で事業継続計画（BCP）、

非常災害対策マニュアル（火事、地震、津波、洪水、

不審者）、感染症対応マニュアル、てんかんマニュア

ル、無断外出対応マニュアル、交通事故対応マニュア

ル等、を策定しております。またおひさま独自で交通

事故マニュアルと共にハザードマップの抜粋を送迎車

に配置し、災害が起きた時に速やかに避難出来るよう

準備しています。体育館入り口には防犯カメラを設置

しており24時間録画しております。

非

常

時

等

の

対

応

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアルを

策定し、保護者に周 知・説明されているか
5 1

・毎月おひさま通信を発行しています。今年度は、お

ひさまのご様子以外に、自立課題、災害伝言ダイヤ

ル、委員会活動、放課後等デイサービスガイドライ

ン、事業継続計画（BCP）等についてご紹介させてい

ただきました。

・製作の様子や行事の様子を写真を使ってご紹介させ

ていただいています。

14 個人情報に十分注意しているか 6
・個人情報に関する書類は、鍵のついたロッカーで保

管しています。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務 に関する自己評価の結果を子どもや保護者 に対し

て発信しているか

5 1

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達 のための配慮がなされ

ているか
5 1

・連絡ノートにやりとりしていま

す。何をしたのかわかるので目安

になってよいです。

・もう少しじっくりと情報の伝達

が欲しい。

・現在、おひさまから発信する情報は連絡ノート、お

ひさま通信など紙ベースとなっております。前述のよ

うに、お子さんに付き添い支援に入ることを優先し、

日々連絡ノート書く時間が十分に取れず申し訳ござい

ません。

・毎年評価表の回収率が低く、それも評価と反省して

おります。紙ベースではない媒体の利用の方が情報伝

達のスピードもあがるのではないかと考えており北

区・東区の他事業所に回収率や工夫を伺いました。学

校で使われているようなメーリングリスト、あるいは

アプリ、あるいはGoogleフォームを使っていると伺い

ましたので、検討したいと思います。

11

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、子どもや保護者に 周知・説明し、苦情があった場合に迅速か

つ 適切に対応しているか

4 1 1

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、 子どもの発達の状況

や課題について共通理 解ができているか
5 1

・連絡ノートでその日の活動内容

を記載していただき、また送迎時

にも口頭で伝えていただいていま

す。

・子どもの問題点で日々悩み生活

に支障をきたしています。いつも

話をきいてもらい、アドバイスや

対策を考えてもらったりしていま

す。

・もう少し発達状況を教えて欲し

い。

・連絡ノートを十分に書けない日があり大変申し訳ご

ざいません。日々の連絡ノートでは個別支援計画に取

り組んだ内容を伝えるほか、お帰りの際に日々の状況

を伝えるよう努めています。

・現在おひさまの契約者は18名となっております。そ

の内、個別サポート加算対象の方が15名、強度行動障

害児支援加算対象の方が９名利用されています。支援

者が個別に対応したり少人数での集団での活動が多く

なっている現状で、連絡ノートを書く時間が取れない

場合がございます。限られた時間の中ではございます

が、保護者の方との共通理解を持てるよう心掛けてい

ます。発達状況に関しては、モニタリング時にお伝え

出来るよう準備致します。

・今年度の苦情は0件です。私たちは普段から大切なお

子様をお預かりしている立場であること、言葉遣い、

態度に気を付けるのはもちろんですが、ご家族の状況

をくみ取り、ご利用者さんを理解する力を持たなくて

はなりません。支援者が独りよがりの考え方にならな

いよう、支援者間で、アセスメントに基づいて支援を

組み立てる必要性を感じております。

・苦情でなくともおひさまの運営について、要望・ご

意見ありましたら、いつでもお伺いします。今後も

サービス向上に努めたいと思います。

・ご希望に応じ、お電話や来所いただきお話を伺って

おります。おひさまだけでは解決出来ないこともあり

ますので、学校、他事業所と連携し支援につなげま

す。送迎の短い時間では、ご相談を伺うことが難しい

こともございます。いつでもご連絡ください、調整さ

せていただきます。

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により保護者同士の

連携が支援され ているか
1 2 2 未回答１ ・父母の会とは？

・おひさまには保護者会はございません。現在、新潟

市立東特別支援学校、県立新潟東特別支援学校、新大

附属特別支援学校、県立江南特別支援学校、地域の特

別支援学級に通われているお子さんが利用されていま

すが、このようなテーマで保護者の集まりを開催して

ほしい等ご要望があればお聞かせください。

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言 等の支援が行われてい

るか
5

7 支援の内容、利用者負担等について丁寧な 説明がなされたか 6

・契約時には支援の内容、利用者負担額をご説明させ

ていただいています。書面で公表しております支援プ

ログラムにそって、毎月１～２回の季節の製作の他、

お絵かきも絵の具、色鉛筆、クレヨン等を準備してい

ます。

・休日は利用時間も長い為、外へ出て散歩の時間を作

ることもあります。今後も利用者さんの年齢や発達段

階、障害特性に合わせた設定を行っていきたいと思い

ます。



満

足

度

17 子どもは通所を楽しみにしているか 6

・とても楽しみにしています。お

ひさまは生活の一部でリラックス

して過ごせる場所だと思います。

・複数の事業所さんを使われている方、おひさまだけ

使われている方がいます。おひさまは基本的に、日課

の順番、流れの変更を少なくし、利用者さんにとって

わかりやすく過ごしてもらいたいと考えています。そ

の中でも、どんな遊びが好きなのかな、どんな感覚が

好きなのかなとアセスメントを使って理解したり、お

子さんが遊ぶ様子から見つけたり、自分で伝えられる

方には言葉でやり取りをしながら、自分から好きなこ

とを言葉で伝えることが難しい方でもご家族や学校、

関係機関からも情報を得ながら、すきなことをたくさ

ん見つけたいなと思っています。

18 事業所の支援に満足しているか 6

・子どもに興味を持って理解しよ

うとしてくださっていることが伝

わり大変ありがたいです。

・いつもおひさまをご利用いただきありがとうござい

ます。おひさまには異なる学校、年齢、様々な特性を

持つ利用者さんがいらっしゃいます。学校が終わった

後の時間をおひさまで過ごしていただいていますが、

私たちが見えている部分はほんんの少しだと思ってい

ます。ご家庭でご家族と過ごす時間、学校で先生やお

友達と過ごす時間、他事業所で支援者やお友達と過ご

す時間の様子を情報を共有することで1日の様子が浮か

び上がってきます。そしてそれぞれの場所で大切にし

ていることも共有して一緒にできることは協力しなが

ら支援させていただきたいと考えております。まずは

何が好きなのか私たちは知ることが大切だと考えま

す。好きな遊び・好きなおもちゃ・好きな活動を一緒

に過ごしてくれると嬉しいな、安心するな、もっと

やってみたいな、伝えてみたいな、そんな風に思って

もらえるような存在になりたいと思っています。私達

おひさまがお子さんに関わる時間は生活の一部でしか

なく、後方支援という立ち位置ではございますが、今

後もご家族、学校、関係機関のご協力いただきなが

ら、お子さんを支える存在でありたいと思っておりま

す。ご意見・ご要望ございましたら、いつでもお聞か

せください。

非

常

時

等

の

対

応

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必要な訓練が

行われているか
6

・リスク訓練（怪我・公用車故障・行方不明・緊急時

の連絡の取り方等）避難訓練（火事・地震・津波・洪

水等）を年間で各曜日実施しおひさま通信でご報告い

たしました。災害に備えた日頃の準備、災害発生時の

フローチャートをマニュアルに盛り込んで訓練で確認

しています。マニュアルはお声がけいただければいつ

でもご覧になっていただけるよう準備しております。



（別紙５）

おひさま
公表日 　　　令和８年　3月　27日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
12

・利用者さんが帰った後には、片付け・掃

除・消毒を行い、翌日に心地よく過ごせるよ

うに配慮しています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
9 3

・保護者等の意向は集計後月に1度の会議で把

握し、業務改善できる部分はおたよりにてお

伝えしています。

・評価表は紙ベースの集計数が少なかったの

でGoogleフォームなど、紙ベースでない回収

方法も検討が必要と考えます。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
8 4

・第三者による外部評価は受けておりません

が、実習生や見学を積極的に受け、ご意見を

いただくようにしております。

必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか。 
12

・令和7年度体育館改修後、仕切りのついた環

境を設置出来、利用者さんの気持ちの状態な

どによって使い分けています。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。11 1

・曜日ごとで個別のスペースを固定し、利用

者さんに合わせた体操の場所（キャラクター

のシールを貼りそこに立つことで自然と隣と

ぶつからない）、勉強の場所に顔写真とその

場で何をするかのスケジュールカードを貼っ

てあり、こども達が自身で理解できるよう努

めています。

利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 12

・契約後利用者さん18人中、個別サポート加

算対象の方が15名、強度行動障害児支援加算

対象の方が9名利用しており、職員配置は、

日々児発管含め5人～6人と基準より多く配置

しています。

・限られた配置数の中で、遊びの時間では特

にこの場所ではこの活動と決めて、そのス

ペースに職員を必ず配置し目が届くようにし

ています。

・配置されている職員のうち正職員は、強度

行動障害児者支援者養成研修を積極的に受講

し基礎研修・実践研修修了者を配置していま

す。自閉スペクトラム症支援の特に力を入れ

ており、気になる行動に繋がる前に環境の配

慮、気になる行動への対応は、氷山モデル

シートやABC分析を使って支援を組み立てて

います。

利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 12

・体育館に共有スペースとして他の利用者さ

んと距離を保ちつつ、遊具を使って体を動か

せるようにスペースをしっかりと確保してい

ます。

・個々の机を固定して（曜日利用者さんごと

に固定）、勉強、製作に取り組めるように仕

切りを使って自分のスペースをわかりやすく

集中して取り組めるように配慮しています。

1

・月に1度のおひさま会議にて、個別支援計

画・ヒヤリハットや事故すべての業務内容に

関わることについておひさまの職員が参加し

ています。

・PDCA実施されているが、職員全体でという

印象は少ない⇒陽だまり、太陽の村と2事業所

から兼務を出して貰っているので支援を検討

する時間や共有する時間が持ちづらい状況で

す。会議日を事前に伝えて議題を集める、早

急に記録ソフトを使って周知する改善を検討

します。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。
11

・兼務者が会議に参加できるとより情報共有

が出来ると思われる為、主となる事業所と兼

務者が1人参加できるよう検討したいです。

事業所名

環

境

・

体

制

整

備

1

5

2

業

務

改

善

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
12

・改めての機会というよりも、都度意見があ

れば都度受付ている状況です。特に兼務職員

から意見を頂いたら説明不足によるものなの

か改善が必要なものなのか早急に検討してい

ます。

事業所における自己評価結果公表



11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  12

・支援プログラムは保護者へ配布、事業所内

に掲示するほか、兼務職員含めおひさまに関

わる職員へ配布し周知しています。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

12

・ガイドラインは年度のはじめに支援者間で

共有しています。そのうえでおひさまの支援

プログラムに沿って、「本人支援」「家族支

援」「移行支援」」及び「地域支援・地域連

携」を設定しております。

15

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
12

・法人内のキャリアパス委員会で、キャリア

に応じた施設内外の研修体系を計画・実施し

ています。

・法人内の事業所職員が集まり、支援を検討

するワーキングに参加しています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

11

・支援開始前・支援後に当日の支援内容の確

認・状況の把握をチームで行い、次の利用日

までに改善が必要な支援についてスピード感

を大切にしています。

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

11 1

・5領域に関連するアセスメントの他、乳幼児

発達スケールKIDSや感覚プロファイルのイン

フォーマルなアセスメントを使用し、利用者

さんの理解に努めています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

12

・共通理解のもとで支援が行えるように、月

に1度のおひさま会議にて放課後等デイサービ

ス計画の検討を行っています。

・計画を作成するときのみならず日々の支援

中にも、変化する利用者さんの状態を見なが

ら情報共有や支援について意見交換を交わし

ています。

18

・高校生と小中学生の空間を分けて勉強の時

間を過ごしているが、個別サポート加算対象

の方も多いのでより個別だと丁寧に支援が出

来ると考えています。

活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 10 2

・あえてお子さんの特性に合わせて、固定さ

せてこどもたちが分かりやすいように活動を

しています。

・自立課題も曜日ごとに内容を変えて提供し

ています。

14 12

・放課後等デイサービス計画は、支援手順書

として事前の準備を写真、支援者がどう関わ

り利用者さんが何をするか支援者にわかりや

すく準備しています。支援の標準化を目指し

て、どの職員が入っても同じ手順同じかかわ

り方が利用者さんにとってわかりやすいと考

えます。

放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援

が行われているか 。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 12

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
12

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の

提

供

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。

12

・乳幼児発達スケールKIDSや感覚プロファイ

ルや強度行動障害児支援加算対象の方は特性

シートを使ってアセスメントをし理解に努め

ています。また保護者から積極的にお話を伺

い必要と思われる支援について説明と同意を

得たうえで家族支援も実施しております。

・兼務職員は、会議への参加は出来ておりま

せんが現場に入った時にはいつでも提案を受

けています。

・長期休み前には、月に1度のおひさま会議に

て、どのような行事を行うか日課の見直し・

検討・立案を行っています。。

室内では個別にやりたいことをメインとして

利用者さんに伺うが、サーキットや音楽や運

動など少人数での集団活動を組み合わせてい

る。

ドライブや散歩に出かける時も、目的地に合

わせて利用者さんの希望を伺い出かけてい

る。



28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか。

12

・まずは保護者から学校の情報をいただくこ

とを基本としていますが、必要に応じて連絡

が取れるよう準備しています。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。

11 未回答１

・こちらから卒業先のサービス管理責任者へ

お声がけし見学を提案しています。その際

に、アセスメント、スケジュール、支援手順

書、構造化に関する資料等準備し、卒業して

からも利用者さんが安心して通えるようにご

希望があれば安心グッズや自立支援課題をお

渡ししています。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
12

・保護者からご希望があった際には、主治医

へおひさまでの様子を写真を交えて書面にま

とめてお渡しできるよう作成しています。

・学校に送迎に毎日伺うので、短い時間でも

当日の様子を先生と共有しています。

・児童発達支援管理責任者が参画していま

す。児童発達管理支援責任者は人員配置に含

まれませんが、支援・送迎に積極的に入って

います。

・月に1度のおひさま会議にて該当者のモニタ

リングを実施することを基本としています

が、新規利用者さんや必要な場合には、半年

を待たずに必要な際は適宜実施しています。

・個別支援計画の支援実施について特記事項

があれば毎日記録していますし、個別支援計

画に関わらず支援者間で共有が必要なことは

記録に残し、支援の検証・改善につなげてい

ます。

・学校、他事業所、ご家族で記録して情報共

有が必要な利用者さんに対しては積極的に記

録用紙を作成しこちらから共有することを提

案し、利用者さんの理解に努めています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。
12

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
12

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
10

1

未回答１

・新規利用の利用者さんの担当者会議を行

い、児童発達支援事業所に通所していた方に

関しては引き続き支援を行えるよう情報共有

しています。特に文章だけでなく、写真を入

れて伝えていただけるとありがたいことをお

願いしています。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
7

3

未回答2

・強度行動障害の状態像にある利用者さんに

関連する内容に関しては、当法人より研修を

行う機会はあり、必要に応じて連絡を取り合

える関係でおります。

・新潟市内にある児童発達支援センターとは

常に連携を図ってはおりません。

25

・「自立支援と日常生活の充実のための活

動」「多様な遊びや体験活動」「地域交流の

活動」「子どもが主体的に参画できる活動」

を利用者さんご家族の希望や様子に合わせて

個別支援計画に盛り込み支援しています。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
12

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
9 3

・兼務職員は、タイムリーな報告、振り返り

の確保が難しい⇒記録ソフトの申し送り機能

を使って、兼務者が勤務に入る前に前日、当

日に決まったタイムリーな情報は共有できる

ように改善しました。

適

切

な

支

援

の

提

供

22

・おもちゃややりたい活動は複数の視覚提示

の中から選べるようになっています。

・おやつは２～３種類用意し、食べたいもの

を毎回選択できるよう準備しています。

・支援者は常に日課、余暇活動、動画のサム

ネリスト等、○×カード、あいうえお表等選

択できるように名刺サイズのカードを携帯し

て、どの場面でも出せるように準備していま

す。

こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行っているか。
12

・支援開始前・支援後に当日の支援内容の確

認・状況の把握をチームで行い、次の利用日

までに改善が必要な支援についてスピード感

を大切にしています。

日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
10 2



34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
12

・送迎でご自宅にお送りする際には当日の様

子や最近気になること、出来たこと、特に笑

顔の理由を積極的にお伝えしております。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
12

・契約の際には、1つの項目に対してご理解を

求めてから次に話を進めるよう努力していま

す。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
12

・おひさま会議で検討した案をもとにご説明

しています。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。

4 8

・保護者を交えての行事が年に1回程度あって

も楽しいのではないかと考えます。（任意参

加での親子遠足等）

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか。

12

・今年度は苦情やご意見をいただいておりま

せんが、いただいた場合にはスピード感を

持って管理者へ報告し対応策を検討します。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 12

・記録は鍵のかかる事務室のパソコンを利用

し、紙媒体の資料も鍵のかかるロッカーで保

管しております。

・おひさまに通う利用者さんは、言葉で自分

の気持ちを伝えることが難しい方が多くい

らっしゃいます。保護者の方にはおひさまに

来ていたくあるいは電話で意向を確認させて

いただいていますが、利用者さんに関しては

実際支援する場面で実施に何を使うのか、支

援者が関わった内容で、利用者さんの表情や

取り組み具合を見て意思を汲み取るように努

めています。

39

保

護

者

へ

の

説

明

等

家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行っているか。
12

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

12

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 

7 5

・ご家族向けの研修は行っておりませんが、

ご希望に応じておひさまで使っているスケ

ジュールと同じ形伝え方をご提案して、ご希

望の内容のカードを作成し支援の手順をお伝

えしている方もおります。また送迎バスでの

過ごし方等も見通しが立つような支援グッズ

や、時間を過ごせるような自立支援課題を

ファイルで収まるように準備しお渡しした

ケースもございます。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 3
8

未回答１

・事業所から自立支援協議会へ参加はありま

せんが、区の療育班での会議内容を積極的に

取りに行くよう努力しています。また療育班

の主催で研修がある場合は参加しています。

・新潟市の専門部会である療育等支援部会の

児童体制ワーキングの見学を受け入れ、強度

行動障害の状態を未然に防ぐための準備やア

セスメントの取り方、職員の情報共有の方法

などをお伝えしました。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。
2 10

・おひさまを利用している利用者さんの特性

を考慮したうえで初めての場所が苦手なお子

さんや大きな声が苦手なお子さんや在住がお

ひさまに一番近い放課後児童クラブとは離れ

ている等の理由で放課後児童クラブや児童館

との交流は行っておりません。ですが積極的

に散歩に出かけたり地域の公園の遊具を使用

して遊ぶ際には、順番や距離など配慮して地

域で過ごしています。

・送迎の際にお伺いすることがあります。ご

家庭だけの悩みであったとしてもお話をお伺

いし、利用者さんにわかりやすいカードを

作って支援方法を提案させていただくことも

あります。また必要に応じて事業所に来てい

ただいてお話を伺うことも計画に明記してお

ります。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

12

・毎月おひさま通信のお便りには写真を交え

て発行しています。（写真は保護者に使用許

可を取っております）

・連絡体制については紙ベース電話以外の方

法も使えるとより便利だと考えております。

特に評価表は紙ベースの集計数が少なかった

ので検討が必要と考えています。



48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
11 未回答１

・飲み薬に変更がある場合は、お薬情報を保

護者からお預かりしコピーし職員間で共有し

ています。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
8 4

・現在医師の指示所が必要な該当児童はおり

ません。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
12

・ヒヤリハットや事故報告から基づいた検証

を元におひさまで起こりうる安全計画のを作

成し訓練研修を実施しています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
12 ・おひさま通信でお知らせしています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
12

・虐待防止と身体拘束の適正化研修を年に1回

ずつ実施しています。

・自分の気持ちを言葉に限らず伝えることが

出来ると、生活の幅が拡がり自信につながる

と考えていますのでコミュニケーションはお

ひさまで大切にしている部分です。おひさま

職員あh常に視覚提示を有効的に活用し、こど

もたちに伝わる方法を日々考えております。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
4

7

未回答１

・事業所の行事に地域住民を招待することは

現時点でありませんが、地域の祭りに参加す

るなど積極的に外に出る機会は作っていま

す。

・事故防止マニュアル、緊急時対応マニュア

ル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル

を作成し、年間を通して避難訓練、リスク訓

練として実施し、月に1度発行のおひさま通信

で紹介していmasu

非

常

時

等

の

対

応

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
12

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
12

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。

12

12

保

護

者

へ

の

説

明

等

.

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
12

・毎月1回のおひさま会議にてヒヤリハットを

報告し種別、どんな内容の事故につながりや

すいか対応策を検討しています。年度末に年

間のヒヤリハットを集計・分析し、次年度の

再発防止に努めています。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

・現在身体拘束を実施しているお子さんはい

らっしゃいません。虐待防止委員会で法人内

事業所での身体拘束の状況については報告し

情報共有しております。

・今後やむをえない身体拘束が必要な状況が

起これば、3要件を満たしているか、本当に必

要なことか職員間で議論し、事前に利用者さ

んと保護者に説明と了解を得て、身体拘束を

減らしていくことを前提に対応して参りた

い。


